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1. はじめに

今では、2 人に 1 人ががんにかかり、9 人に

1 人が 乳がんにかかる時 代となりました。 自

分も含め、決して他 人事ではありません。 が

んを皆で知り、やさしく支え合い、共に生きる

社会を目指すことが必要となってきています。

2. 患 者・市民 参 画（Pat ient  and  

Publ ic  Involvement；PPI）とは

PPI は 2 0 0 0 年 代 から英 国で 最初に採り

入 れられた 考え方 で、「 患 者・市民 のため

に、または 患 者・市民について研 究 が 行 わ

れることではなく、患 者・市民と共に、また

は患者・市民によって研究が行われること」

という定 義 が あります＊1。 加えて最 近 で

は、研究分 野（医学 研究や臨床試 験など）に

限らず 医 療 政 策の 全 般において、その意 思

決定の場に患者・市民の関与を求めるとい

うように考え方が広がってきました。そして

がん医 療 の現 場にもこのような考え方が 広

まりつつあるのです。

3. 日本における PPI

日本では PPI の歴史はまだ浅く、2 019 年

に「患者・市民参画コンソーシアム（Pat i ent  

a nd  Pub l i c  I nvo lvement  C ons or t ium  

i n  Japa n）」が 設 立されまし た ( ht t p s : //

pp i japa n . o rg )。同コンソーシアムは、「医

療・医 薬 品 開 発 に 不 可欠 な ステ ークホル

ダーである患 者 団 体 、患 者 支 援 団 体 、一 般

市民 及び 産 官学 の 相 互 理 解と協 働を推 進

し、関係者のニーズを掘り起こしながら、丁

寧なコミュニケーションのもとで活動方針・

活動計画を策定し、真の「産患官学」連携を

実現する母体となることを目指す」としてい

ます。 日本 医 療 研 究

開 発 機 構（A M ED）

で は PPI ガ イド ブッ

ク が 作 成 さ れ て お

り、PPI が ど の よ う

なもの か 詳しく解 説

さ れ て お り ま す ＊ 2 。

4. 身 近にある PPI

なかなか医 療 政 策、研究 分 野での参画と

いうとイメージが湧きにくいかもしれません。

J . POSH（ht t p s : //www. j - p o sh . c om） で

は「 乳 がんで 悲しむ人を 1 人でも少なく」を

モットーに 2 0 年を超える長い間、日本 のピ

ンクリボン活動をリードされてきました。「行
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政の 手 の届か ぬところを補う」という観 点

で 乳 がんで 死 亡 または 闘 病 中 の 保 護 者を

もつ 高 校 生 に 対して「 奨 学 金 まなび」（ 無

返 済）やシッターサポートプログラム、家 族

で 湯ったりキャンペーン、ピンクリボン啓 発

ティッシュ配りキャンペーン、ピンクリボン検

定など多岐にわたる啓 発 活動をされていま

す。 これら活動は患者・市民・企業等から

のサポートにより展開されており、患者・市

民参画の一形態と言えるでしょう。

というものがあります。 患 者・市民が 乳 が

んについて学 び、認 定 試 験 をうけ てアドバ

イザ ーになります。 アドバイザ ーは 乳 がん

を正しく理 解し、一人ひとりに寄り添う優し

い 社 会 に 向 け て、家 族 や 知 人、職 場、地 域

の人々 へ 乳 がん 啓 発 活 動 を 行 います。 ま

た、サバイバーの方はがん教育講師としてト

レーニングを受けた後に全 国の中学 校・高

校に赴き、それぞれ の 経 験を通じて生 徒の

がん教育に携わります。がん教育の現 場は

学 校 だけに限りません。 患 者を取り巻く社

会全体が 教育の現 場となります。 がん 教育

には患者・市民の参画が 不 可欠といえます。

5.さいごに

PPI を 通じて 新しい 価 値 を見 出し、社 会

に働きかけるチャンスは色々なところにあり

ます。 皆さんも未 来 の 乳 がん医 療、一 緒に

創りませんか？

BC TUBE 後援会：
info@bctube.org

ピンクリボンアドバイザー：
https://breastcare.jp/pinkribbon-a-exam/

J.POSH各種活動：
https://www.j-posh.com/activity/

＊1 https://www.learningforinvolvement.org.uk

＊2 https://www.amed.go.jp/ppi/guidebook.html 

プロフィール：山下 奈真（やました なみ）

2 0 0 2 年 東 北 大 学 医 学 部 卒 業。2 0 0 9 年

より九州大学 大学院 消化 器・総合 外 科 乳

腺グループ 所属。2 013 年に医学 博士取得。

2 019 年よりダナ・ファーバー癌研究 所に研

究 留 学。 留 学 中に出 会った 乳 腺 外 科 医と

ともに 2 0 2 0 年に一 般社団法人 B C TU BE

（ 理 事）活 動開始。2 0 2 3 年よりがん 研 究会

有 明 病 院 乳 腺 外 科にて 勤 務。 日本 乳 癌 学

会 評 議 員。 認 定 N PO 法 人 乳 房 健 康 研 究

会理事。

私 が 所 属 する一 般 社 団 法 人 B C TU BE

（ht t p s : // bc t ube . o rg）で は、「 乳 が ん を

皆で知り、やさしく支え合い、共に生きる社

会 」を目 指し、YouTube で の 乳 が ん に 関

する医 療 情 報 発 信 を行っております。B C 

TU BE では作成した 動画をリリースする前

に、10 0 人を超える患者・市民からなる「B C 

TU BE 後 援 会」の皆様に試 聴いただき、わ

かりやすさという点についてアドバイスいた

だいた上で 最 終 投 稿しております。 後 援 会

の 皆 様 の 参 画 なくして B C TU BE の 動 画

は完成できません。

さらにがん 教 育の 分 野では認 定 N PO 法

人乳 房 健 康 研 究会（ht tps : // brea s t c a re .

jp）のピンクリボ ンアドバ イザ ー 認 定 制 度
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ピンクリボン活動に参画

社外向けの啓発活動

社員向けの啓発活動

J . P O S H の 活 動 に
賛同しサポーターに

オフィシャルサポーターのご紹介

SBI損害保険株式会社

S B I 損 害 保 険 株 式 会 社（ 東 京 都 港

区、小 野 尚 社 長 ）は、金 融 総 合グル ープの

S BI ホ ール ディング ス ㈱ の 子 会 社 として、

２００６年６月に設 立 。 自 動 車保 険、火 災

保 険 などの 各 種 損 害 保 険 の 他、がん 保 険

「 自由 診 療タイプ」、医 療 費用保 険などを取

り扱って いらっしゃいます。「 治 療 費 補 償

に 特 化した がん 保 険、“ 治 療をあきらめな

い”をコンセプトに開 発した がん 保 険を販

売する保 険 会 社として、乳 がん 啓 発 に 取り

組むＪ. ＰＯＳＨさん の 活 動 に 協 賛しよう」

（ 袮 寝 大 輔取 締 役 執 行 役員コーポレート本

部 長 兼 広 報・サステナビリティ推 進 室 長 ）

と、 2 0 2 4 年 3 月 に J . P O S H オ フィシ ャ ル

サポーターに登 録されました。

「 がん 保 険を販 売する保 険会社として、ま

た、社 員の 約 6 割 が 女 性 社 員であることな

ど を踏まえ、乳 がん 啓 発 のピンクリボン運

動に 取り組むことにしました。 色々な啓 発

団 体を調 べた結果、乳 がんに対 する貴団 体

の 活 動 に 共 感 。 J . P O S H の サ ポ ーターと

して啓 発 活 動を展 開させ て 頂くことにしま

した」 ( 安齋淳子ソリューション営業部アラ

イアンス推 進 課 長 兼 団 体 福 利 厚 生 推 進 課

長）と。

登 録と同 時に、社の内 外で様々な活 動を

展開されています。

先 ず は、ピ ンクリボ ン 運 動 に 協 賛 開 始

に 関 するプレスリリースと社 内 メールにて

J . P O S H のオフィシャル サポーター 登 録さ

れた事を伝えられました。

社 外 向 け 啓 発 活 動としては、 10 月 19 日、

2 0 日に大 分 県のサーキット「 オートポリス」

で 開 催され た SU PE RG T 第 7 戦 に お いて、

乳 がん 検 診 の 受 診 率 向 上を目指してクイ

ズラリーを実 施 する大 分 県 に 協 力し、クイ

ズラリー参 加 者 の 賞品として同 社、大 分 県 、

J . P O S H のコラボ レ ーションクリアファイ

ルに J . P O S H 発 行の啓 発リーフレット入 れ 、

5 0 0 人 に 提 供 されました。 また、ピンクリ

ボン運 動 協 賛 について自動 車保 険 既 存 契

約 者（ 約 9 5 万人 ）や 保 険 加 入を 検 討 中 の

方々に配信 するメルマガの中で J . P O S H の

取り組むプ ログラムなど、乳 がん 関 連 の 発

信も 行っておられます。 さらに今 後、ノベ

ルティを作成し、取 引先 や契 約 者 向けに配

布することなども検 討中との事です。

社 員向け啓 発 活 動としては、女 性 社 員ば

かりでなく配 偶 者、ご 家 族 にも共 有しても

らえるようにとの 想 いを 込 めて、乳 がん 検

診受 診を勧める社内メールを配信。 ピンク

リボン月間に合わせて社内に啓 発ポスター

の 掲 示や啓 発リーフレットを配 置。 さらに

社 内 で J . P O S H の 啓 発 グッズ を 紹 介 され

るなど、積極 的に、ピンクリボン運 動に取り

組んで頂いています。

　

大分県・J.POSHとコラボレーションしたクリアファイ
ル（写真左）とJ.POSH 啓発リーフレット（写真右）
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	 『ピンクリボン N E W S』発行 	 おかげさまで「第 5 0 号」
専門医の寄稿やサポーター紹介記事で情報提供

年4回(季刊）の発行を重ね、乳がん啓発・ピンクリ

ボン運動に関わる情報を提供してまいりました『ピンク

リボンNEWS』が、今号で第50号を迎えました。2012

年秋に第1号を発刊し今号で第50号。発行母体であ

る認定 NPO法人J.POSHは「すべての女性、患者のみ

なさん、患者の家族のみなさんが涙を流すことのない

社会・健康づくり」を目標に活動しています。この活動

を支えて下さっているのが個人サポーター、オフィシャ

ルサポーター (営利を目的とした企業法人)・オフィシャ

ルパートナー（営利を目的としない患者会、協会、組合

など）の皆様です。ピンクリボンNEWSは、J.POSH

からのお知らせ、乳腺外科医・医療関係者などによ

る寄稿、オフィシャルサポーター・パートナーさまの

紹介記事、個人サポーター、患者会、温泉パートナーな

どなど多くのみなさまの活動を紹介してまいりました。

寄稿記事は１面に掲載。乳がんに関わる専門分野

について時には掘り下げて、時には素人にも分かり易く

平易にご執筆して頂いています。最近では「正しい乳

がんの知識を広め、社会全体で乳がんについての認識

を」という狙いでYｏｕＴｕｂｅチャンネルを立ち上げ、

SNS時代のピンクリボン運動として

注目を集めている「一般社団法人 BC 

Ｔｕｂｅ」＝伏見淳代表理事の寄

稿(22年夏号)が掲載され、ネットを

通じた運動の拡がりを見せています。

80 社近いオフィシャルサポーターさまの紹介記

事を連載しています。東証プライム市場上場の大

企業、全国各地の企業など、企業紹介と共に「ピン

クリボン運動を始めた動機」、「社の内外での具体

的活動」―の２つのポイントを取材してきました。

ご担当者の熱意ひしひしと

ピンクリボンに関わる取材で全国各地を訪問しま

した。大阪のJ.POSH事務局をお訪ね下さり、事務所

での取材もありました。また、コロナ禍ではオンライ

ンによる取材もありました。振り返ればそれぞれすべ

ての取材が忘れられないものばかりです。企業トップ

自らのこの運動にかける熱い思いに加え、ご担当者の

熱意がひしひしと伝わってくる取材がほとんどでした。

●……釧路市内で開催されたアイスホッケーの国際試

合はオフィシャルサポーター・日本製紙㈱さんの企業

チーム「日本製紙クレインズ」と韓国チームの戦い。乳

がん啓発のピンクリボンイベントとして開催され、募金を

頂いたほか、大勢の観戦者のみなさまにピンクリボンを

アピールするいい機会を提供して頂きました(2017年冬

号)。後日、同社の八代工場（熊本県八代市）を見学する

機会も頂きました。そこではJ.POSHのロゴマークであ

るピンクリボンがパッケージに

印刷されたコピー用紙を製造

されていました（2018年春号）。

●……「傾聴ボランティアと

して終末期を迎えたがん患者

さまと接し、がんの早期発見や検査などの大切さを感

じたことがピンクリボン活動を始めたきっかけ」と話し

てくれた川越市の最明寺(天台宗)の千田明寛副住職

(当時)。毎年10月のピンクリボン月間には本堂をピン

クにライトアップ、本堂内でのヨガ体験、チャリティーコ

ンサートなど多彩なイベントを開催されています。「最

初のライトアップ時、『お寺がピンクとはけしからん』

と檀家さんや近隣住民の“反対”の声もあった」とい

いますが、現在では運動の主旨が広く理解され、温か

い支援の輪が広がっているそうです。イベント収益の

一部をご寄付して頂くなど、お寺のイメージを変えた

活動を通じ、ご協力を続けて

頂いています（2019年夏号）。

● ……4年制の医 療 大 学・

「鈴鹿医療科学大学」(三重

県鈴鹿市)。女子学生81人が『ピンクリボン活動部』

を立ち上げ、“部活”として校内外での募金活動、地

域の救急・健康フェア参画など活発な乳がん啓発を

展開しておられます。保健衛生学部、医用工学部、看

護学部、薬学部の4 学部があり、放射線技術科学科

ではマンモグラフィー技術修得が必須。このことか

らピンクリボン活動

部 の 部 活 に 参 加 す

る学生が多いといい

ま す(2019年 秋 号)。

●……岐阜県大垣市郊外の山中に作られたトライアル

コースに、全国のバイク好きが集まって年4回開かれる

「グリーントライアル大会」。主催しているのは川添明
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さん。バイク、スポーツカーなどの運転が趣味の川添

さんは地元で「上石津グリーンライダーズクラブ」を結

成。1987年7月に第１回トライアル大会を開いて以降、

継続して開催を続けていらっしゃいます。この大会で

は毎回『ピンクリボン募金を』募り、ご寄付をお寄せ頂

いています。募金のきっかけは、全国から集まる大会

参加者の奥さんたちの何気ない会話。「会話の中でお

二人が乳がんと闘い通院していることが分かり、ピン

クリボン活動を支援しなく

てはと思い立った」（川添さ

ん）という動機でスタートし

た活動です（2020年春号）。

●……兵庫県立豊岡総合高校インターアクトクラブ(顧

問＝岩本敏浩教諭、部員19人）は、豊岡市の地場産業で

あるカバン製造業者から無償で譲り受けた廃材・ポリ

プロピレン（PP）テープを利用し、愛らしいピンクのボト

ルリボンを多数作成。572人の全校生徒に配ったのを

始め、地元商店街や郵便局などで展示・配布し、乳がん

啓発活動を続けていらっしゃいます(2020年秋号)。岩

本教諭は現在、県立和田山高校に勤務。先生や生徒

たちへのピンクリボン

活動の一環として学校

に講師を招いて講演会

を開くなど、活動を続

けていらっしゃいます。

●……岡山市の「岡山中央病院」は、J.POSHが推進

しているJMS（１０月第3日曜日に休日乳がん検診を

実施）に賛同し、2010年から継続実施中。「女性の健

康を総合的に支援する女性専門外来」を古くから立ち

上げ、女性医師による運営を行っている同病院はJMS

を“女性のための日曜検診日”として乳がん検診に加

え、子宮がん検診、骨密度検査、看護師・栄養士無料

相談など検診項目を拡大して実施。金重恵美子院長

は「利用者アンケートで

の好意的なお言葉が励

みとなってスタッフが自

発的に取り組んでくれて

います」と(2023年夏号)。

●……「自分の身近な人たちが乳がんと闘っている

のを目にし、人の生命に関わる仕事をしている当社

が貢献できることはないか」とJ.POSHのオフィシャ

ルサポーターに登録された「北里コーポレーション」

(静岡県富士市)。産婦人科不妊治療に関係した医

療機器の開発・製造・販売を手掛ける同社を立ち

上げた井上太綬社長は、東海道新幹線新富士駅前

の本社ビルの壁に大きなピンク

リボンマークを掲げて人々にア

ピールするほどに力を入れてい

らっしゃいます(2023年 秋 号)。

活動は娘が遺してくれた私の生き甲斐

●……個人サポーターとして長年ピンクリボン活動にご

尽力頂いている東広島市在住の主婦・政光正枝(まさ

みつ・まさえ＝写真右）さ

んを訪ね、感謝状を贈っ

た の は2016年7月26日

の事でした(写真左は平

田以津子理事)。政光さ

んは09年夏、愛 娘の次

女・香さんを乳がんで亡くされました。8年間の闘病の

末、39歳の若さで他界された香さん。闘病中、寄り添

う母親の正枝さんに患者としての立場からピンクリボ

ン活動の大切さを訴えていらっしゃったということです。

愛娘が天国へ旅立ち、悲しみと思い出だけで暮らす

日々の中、正枝さんは『乳がんで悲しむ人を一人でも少な

く』と訴えるJ.POSHの活動理念に共感され、娘の遺言

と受け止めていたピンクリボンの活動を個人サポーター

として始められました。政光さんの活動はポスター貼

り、街頭でのリーフレットやティッシュ配布、啓発グッズ

の販売、さらには知人の営む喫茶店や商店などに募金

箱を設置するなど多岐に渡り、その浄財はJ.POSHの貴

重な活動資金として使わせて頂いています。「ピンクリ

ボン活動は娘が遺してくれた私の生き甲斐。元気で動

けるうちは頑張るつもりです」と。奇しくもお訪ねした

日の翌7月27日は香さんのご命日でした(2016年秋号)。

政光さんからはその後も継続してご寄付を頂き、時々

お手紙も頂くなどお元気で頑張っていらっしゃいます。

取材にご協力して頂いた皆様に心からお礼申

し上げます。そして、これからも引き続きご愛読

よろしくお願い申し上げます。2024年 冬　(I.T)
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こうした中、アメリカンフットボール界で関西

の学生連盟が新たにJ.POSHのオフィシャル

パートナーとしてピンクリボン活動を展開して

頂けることになりました。以前から継続的にご

寄付を頂いている社会人アメリカンフットボー

ルチームや大学のチームがありますが、今年

（２４年）から本格的にピンクリボン運動の取

り組みを始められたのは一般社団法人関西学

生アメリカンフットボール連盟 ( 川口隆弘理事

長、４２校参加、事務局＝神戸市 )です。同連

盟は２４年１０月、J.POSHのオフィシャルパー

トナーに登録。ピンクリボン月間である１０月

に行われた試合で募った募金や、選手たち自

らの寄付金などの浄財をお寄せ頂きました。

オフィシャルパートナーに登 録され、１０月

に初めてピンクリボ

ン活動を展開された

同連 盟は１０月１３

日(日)を『 ピ ンクリ

ボンDAY』とし、神

戸市の王子スタジア

ムでの試合で会場に

募金箱を設置したほ

近年、スポーツ関係の方々からのご寄 付を

多く頂くようになりました。マラソンのチャリ

ティ枠や、ゴルフではチャリティ杯として参加

者が寄付してくださるもの、また、野球、バレー

ボール、バスケットボール、バドミントン等々の

試合会場やジム、スタジオなどでのピンクリボ

ン啓 発活動に伴う募金 活動で集まった寄 付

金をお寄せ頂いています。オークションで寄

付を募って下さったというケースもありました。

各種スポーツのシーンで、多くの方々がピンク

リボン活動に心をお寄せ頂き、大変ありがたい

事と感謝しております。

か、会場受付で入場

者 にJ.POSHの 乳

がん啓発テッィシュ

を配布するなど、ピ

ンクリボン運動をア

ピールし気運を盛り

上げました。同日の

関 西学 院 大 学と京

都大学の試合の“コイントス”はJ.POSHの平

田以津子理事・事務局長が行わせて頂きまし

た。場内のアナウンスで、ピンクリボン運動に

ついての説明も流されました。試合では選手

達が手首やシューズにピンクのテープを巻いた

り、腰のタオルにピンクのアイテムを着けてプ

レー。アメフト試合においてはチームカラーだ

けの使用と決められているのですが、ピンクリ

ボンDAYには特別の許可を得てピンク色を身

に着けたということです。

裏
か
表
か
、宙
に
浮
く
コ
イ
ン

スポーツ関係者からのご寄付、続々

関西学生アメリカンフットボール
連盟がピンクリボン活動を展開

アメリカンフットボールの 発祥はアメリカ。

米国におけるアメフト(NFL) 人気はトップとさ

れ、プロバスケットボール (NBA) や大リーグ野

球 (MLB) 人気を上回ると言われています。Ｎ

ＦＬはこちらもアメリカで始まったピンクリボン

運動を協賛。その歴史は古く、現在も各チー

選
手
は
じ
め
関
係
者
は
ピ
ン
ク
の
ア
イ
テ
ム
を
身
に
着
け
て
…

会
場
に
置
か
れ
た
募
金
箱
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ピンクリボン月間 各地の活動

ムが啓発活動を続けています。日本のアメフ

ト界も米国の影響を受け、大学、社会人共にピ

ンクリボン活動の広がりを見せています。オ

フィシャルパートナーに登録された関西学生連

盟の谷山肇・常任理事運営部長は「学生たち

に学びの機会とチャリティ精神を、との思いで

運動への参加を決めました」と。

これまでにご寄 付を頂いている大学関 係

チームは立命館大学、慶應義塾体育会、西南

学院大学、福岡大学、桃山学院大学、立教大学

体育会（ご寄付頂いた順）、そして関東学生ア

メフト連盟。社会人関係では日本社会人アメ

フト連盟の企業チームなどから頂いています。

特に、富士通アメフト部さんからは２０１５年か

ら毎年ご寄付を頂いておりますが、年々寄付額

が増えており、アメフトファンや選手の皆様の

間ではピンクリボン活動への関心が高くなって

いるという事でしょうか。嬉しく存じます。

各種募金活動に心をお寄せくださり、ご協力

くださった皆様に厚く感謝申し上げます。

　12 月 15 日には甲子園球 場で「全日本大学ア
メリカンフットボール選手権決 勝『三菱電 機 杯
第 79 回毎日甲子園ボール』」（主催＝日本 学生
アメフト協会・毎日新聞社、主管＝関西学 生ア
メフト連 盟）が開催され 、立命 館大学 が 9 年ぶ
りに日本一の栄冠を勝ち取りました。

毎日の生活の中に運動を効果的に取り入れましょう！ 
本日はそのヒントをしっかりつかんでお帰りいただきたいと思います。

京都アスニー第６・第７研修室会　場

2024年11月30日（土）
  

日　時

14：00開始～16：00（13：30開場）

定員

50名
参加費

無料

主催：一般社団法人キャンサーフィットネス、京都乳がんピアサポートサロン～fellows～
協賛：（株）太洋堂、認定NPO法人J.POSH

申し込み締め切り：11月20日（水） ＊定員になり次第締め切りとなります。

アクセス

住所：〒604-8401 京都市中京区聚楽廻松下町9の2
*地下鉄丸太町駅、JR円町駅、阪急西院駅からバスで

「丸太町七本松」下車* *駐車場あり*

運動の
役割り・効果

演題：がんと運動
京都大学大学院 医学研究科 人間健康科学系専攻
先端リハビリテーション科学コース　専門作業療法士（がん）

田畑 阿美氏

講　演
～ 身体活動が大切な理由 ～

演題：ヨガの効果
自分でできる呼吸法デモンストレーション

リハビリヨガ

長岡美奈子氏

インストラクター
B C Y インストラクター / 全米ヨガアライアンス RY T 200 /
認定ヨーガ療法士

1 部プログラム

講演と軽い運動 演題：日常生活を運動に！
日常生活でできることデモンストレーション

広瀬眞奈美氏 一般社団法人キャンサーフィットネス　代表理事

2 部プログラム

お申込み方法

お名前、連絡方法：TELまたはメールAD、ご身分（患者、家族、医療関係者）をお伝えください。

下 記 の い づ れ か の 方 法 で お 申 し 込 み く だ さ い 。 

H P から
メールで
電 話 で

1
2
3

URL : http://kyotopeersupport.com
AD : at.yoko2010@gmail.com
090 - 7106 - 8174

　10月にライトアップされている各地の建造物を有志

の方達とYoutubeで共有。イベント当日の10月6日に

は「乳がん患者会ここん」さんは地元の足利織姫神社

から参加されました。

　京都乳がんピアサポートサロンさん発行のチラシと、

開催当日の風景。座ったままでも、出来る体操、運動

はあるものですね。少しでも体を動かす事の大切さ

の学びがありました。

　愛知県の私立聖霊高等学校の文化祭で、2年生のクラス

展示として、自分たちが学習した乳がんやピンクリボンの事を

発表し、募金活動もしてくださいました。多くの生徒、保護者

の方達が熱心に読んで下さり、関心を持って頂けたようです。

　沖縄県石垣島の患者会「ナネーズ」さんの妹？組織として50歳

以下の人たちの「ナネーズslow」さんが誕生。石垣市健康福祉

祭りの看護協会ブースで、会の存在を知って頂く為にも手作りの

ピンクリボンアイテムを配布して乳がんの啓発活動をされました。
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ピンクリボンNEWSあとがき

事務局からのお知らせ

『 ピンクリボ ン NEWS』は お

かげさまで第 50 号を迎えました

( 特 集 記 事 )。 この間、多くのオ

フィシャルサポーターさまやパー

トナーさまなどに取 材の機 会を

頂 いたわ け で す が、そ の 際、必

ず 質 問させ て 頂 いた のは「 な ぜ J.POSH を

選んでくださったのですか？」―。その代表

的なお答えとして『ピンクリボン団体の事を

ネットなどで調べるとJ.POSHさんは大きい

イベント等にはお金をかけず、奨学金やシッ

ターサポート、家 族で湯ったりキャンペーン

など、乳 がんになられた方に寄

り添って地 道にコツコツと実 行

しておられますよね。J.M.S の

推 進も 検 診 率 を上 げるのに 重

要 な 役 割 を 果 た すもの だとも

思 いまし た。 内 閣 府 の ホ ーム

ページで閲覧しても堅実さを感じました。社

内 会 議 ではJ.POSHさんに 協 力 することで

皆の意 見 が 一致しました 』と。 嬉しいでは

ありませんか。 最 高の 誉め言 葉を頂きまし

た。 さらに地 道な活動を展開していかなく

てはと気を引き締めている次 第で す。(I .T)

家族で湯ったりキャンペーン‘24

啓発パネル貸出終了のお知らせ

J.POSHをお選び頂き感謝、感謝です

本 年度も沢 山のご 応 募をいただきました。

厳 正なる抽選の結果、各施 設 様の当選 者 が

決まりました。当該 施設 様には当選 者様に

ついてはご連 絡済で すので、招 待 状を受け

取られた方は、期間中に直接、施設に連 絡し、

ご 予 約なさってください。 良いご 旅 行にな

る事をお 祈りしています。 招 待 状 が届かな

かった方は残念でしたが、倍率は１７倍ほど

となかなかの確率となっているため、当選は

結 構難しいですが、次の機 会にも、またチャ

レンジなさってみてください。 お待ちしてお

ります。

乳がんについての啓 発活動にお役 立てい

ただこうと、長らく「 啓 発 パネルと触 診モデ

ル」をセットでお貸出しておりましたが、年に

何度も、日本中のあちらこちらに行ったり戻っ

たりしておりますと傷みもでてきております事

から、パネルにつきましては、２５年４月から

は、HPより画像をダウンロードしてご活用い

ただく方向に変更させて頂く事と致しました。

触診モデルにつきましては、引き続き、貸出を

継 続 致します。企業内で従業員さんの健 康

診断の際 や、ピンクリボンのイベントや健 康

祭り等、種々の場面で多くの方に触診体験を

していただけて、良い機 会だったとのお声も

届いています。貸出の詳細については、追っ

て HP など でお知らせいたしますので、ご希

望の場合はご 確認く

ださいませ。

触
診
モ
デ
ル

啓
発
パ
ネ
ル
２
種


